総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ3　小課題番号3.1　田村雅紀（建築学科）
著書

1. 田村雅紀ほか，コンクリートの調合と施工，日本建築学会関東支部，2013年6月
2. 田村雅紀ほか，コンクリートの環境テキスト（案），日本コンクリート工学会，2013年６月
査読付き論文

1. 田村雅紀，依田和久，大島正記，斉藤順一，二次副産材を混和したコンクリートの資源環境保全貢献性とフレッシュ性状への影響，日本コンクリート工学会, Vol.35, No.1, pp.1927-1932, 2013.7
2. M.Tamura and Y.Nachi, “The Packing System Analysis required to Evaluate CO2 Emissions During Whole Building Materials Transportion”, International Conference on Sustainable Construction Materials & Technologies (SCMT3), Kyoto, 2013.8

3. M. Tamura and Y.Nachi, “Field Survey and Analysis on Transport Conditions of various Building Materials into Construction Site toward mitigating Environmental Impacts”,First International Conference of Concrete Sustainability(ICCS 13), Tokyo, 2013.5
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

１. 田村雅紀，巻頭語，フォーラム運営委員長に就任して，finex, Vol.25, No.151, pp.2-3, 2013.12
２．田村雅紀ほか、国際化に対応する材料施工分野の人材育成像、主旨説明、日本建築学会大会学術講演会パネルディスカッション資料、2013.8

３．田村雅紀ほか，コンクリート構造物のひび割れ進展評価手法に関する研究委員会報告書，日本コンクリート工学会，2013.7
４．田村雅紀，ペット数は高齢者人口と同じ　災害時の人とペットの共棲探れ，建築ジャーナル，４月号,p.28, 2013.4
口頭発表

１．浅見樹里、田村雅紀、金巻とも子、鹿野正顕，長谷川成志，人とペットが共棲する住環境における音響特性に関する研究、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

２．石井佳樹、田村雅紀,建物外壁一次診断を踏まえたタイル仕上げの劣化診断と維持保全リスク評価、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

３．伊藤顕紀、田村雅紀、災害時に使用可能な多種混合セメントによるレジリエンス対策、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

４．大岩優美、田村雅紀、木質バイオマス系無機有機混合外装材の品質評価と環境影響、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

５．小野幸彌、田村雅紀、建築外壁タイル仕上げの施工時環境を踏まえた剥離剥落要因の検討、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

６．坂上志帆、田村雅紀、建物ライフサイクルの各種工事における環境騒音の周波数特性と改善手法、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

７．筒井貴弘、田村雅紀、大原千佳子、災害時を想定した視覚距離により多像化する壁紙の認識度の改善、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

８．保田直哉、田村雅紀、長期供用建物から多点採取した小径コアによる外部環境の品質影響評価、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

９．矢野裕侑、田村雅紀、後藤 治，山本博一，屋外暴露した改質こけら葺き屋根の初期劣化要因と安定化状態の評価、2013年度日本建築学会関東支部研究報告集１，CD-ROM, 2014.3

10.高山美幸，田村雅紀：集合住宅における色彩及び塗装材の需要変遷報告 2013 年度日本色彩学会環境色彩研究発表会、2014.2

11.浅見樹里、田村雅紀、金巻とも子、鹿野正顕、長谷川成志、災害時を含めたペット共棲住環境の品質評価、その２　住環境改善システムの適用による音響特性：社会貢献学会,第４回、東京、2013年12月

12. 田村雅紀，小川剛司，海洋生物殻を混和した多層構造型空隙コンクリート材料の遮熱性能に関する基礎的検討，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.9-12, 2013.10  

13.熊野康子，田村雅紀，古賀純子，栗原拓央，品川肇，笠原悠，横井健，金巻とも子，森本美喜子，花澤周志，山田裕介， 子育て時の住宅建築材料に関するアンケート調査の報告，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.65-68, 2013.10 

14.高山美幸，田村雅紀，建築環境計画に影響を及ぼす土色の記憶色に関する基礎的検討，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.73-76, 2013.10 

15.平井潤子，坪田義一，田村雅紀，金巻とも子，浅見樹里，災害時における家庭動物共棲住環境のＱＯＬ改善を目的とした建築技術・システムに関する基礎的検討　その２　被災動物保護施設の事例から学ぶ段階的設置の考え方，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.29-32, 2013.10  

16.坪田義一，平井潤子，田村雅紀，金巻とも子，浅見樹里，災害時における家庭動物共棲住環境のＱＯＬ改善を目的とした建築技術・システムに関する基礎的検討 その３　仮設プレファブ建築物（リース物件）におけるシェルターの具体的改善例，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.33-36, 2013.10 

17.金巻とも子，田村雅紀，程原啓多，谷口萌，鹿野正顕，長谷川成志，災害時における家庭動物共棲住環境のＱＯＬ改善を目的とした建築技術・システムに関する基礎的検討　その４　ペットと人の５感特性への影響因子分析，2013年日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.37-40, 2013.10 

18. 田村雅紀、鈴木志野、大原千佳子、視覚距離により多像化する壁紙のパターン知覚が住空間印象評価に与える影響 その1.研究概要、日本建築学会大会学術講演梗概集CD-ROM、2013.7

19.鈴木志野、田村雅紀、大原千佳子、視覚距離により多像化する壁紙のパターン知覚が住空間印象評価に与える影響 その2.多像化壁紙を対象とした官能検査、日本建築学会大会学術講演梗概集CD-ROM、2013.7
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会で公表

１．バリネジャド アフシン、田村雅紀ほか、もう一度ペットと暮らしたい, 番組名：TOMORROW, NHK BS1 2013年2月5日放送（http://www.nhk.or.jp/ashita/tomorrow/）
２．Afshin Valinejad、Masaki Tamuraほか、Together Again with Pets, Program：TOMORROW, NHK WORLD, 2013.2.3（http://www.nhk.or.jp/japan311/tomorrow/）
修士０名，学士９名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）

1. 田村雅紀，国際化に対応する材料施工分野の人材育成像、主旨説明、日本建築学会大会学術講演会パネルディスカッション，名古屋大学，2013年9月1日

2. 田村雅紀、建てない時代の建築教育､総合司会、日本建築学会大会建築教育部門研究懇談会,名古屋大学、2013年8月31日

3.阿部道彦、田村雅紀、他：都市減災研究センター（UDM）平成23年度研究成果報告会, 研究テーマ３+1 震災廃棄物の再資源化と高機能化, 工学院大学, 2013年6月15日

4. 田村雅紀，コンクリートの環境テキスト（案）講習会講師、日本コンクリート工学会，大阪、2013年６月13日

5. 田村雅紀，コンクリートの環境テキスト（案）講習会講師、日本コンクリート工学会，東京大学、2013年６月11日

